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アグリキッズ科学教室「冬をすごす昆虫のすがた」
食と農の科学館（つくばリサーチギャラリー）で開催

みなさんは、昆虫たちがどのようなすがたで、

冬越しを行うかご存知でしょうか？　冬眠で・卵

で・幼虫で……？　雑木林の朽木の中や落ち葉の

下、土の中など、様々なところでいろいろなすが

たで過ごしている昆虫たちを見つけるコツはある

のでしょうか？

食と農の科学館（つくばリサーチギャラリー）

では、青少年対象のイベント「アグリキッズ科学教

室」や、一般消費者対象の「アグリサイエンス教室」

などを開催しています。

農業環境技術研究所では、小中学生を対象に、「冬

をすごす昆虫のすがた」を通し自然に触れ、環境

について考えてもらおうと、2007年１月27日（土）

～ 28日（日）の二日間にわたり「アグリキッズ科

学教室」の開催に協力しました。

当日は、昆虫標本のほか、実際に冬越しをして

いる生きた昆虫の展示や、朽木や落ち葉の中にい

る昆虫にはどのようなものがあるか、どうやって

探すかを体験できるコーナーを設け、落ち葉・土

壌中にいる小さな虫の採集や観察の仕方などを当

研究所の研究員が紹介しました。また、子供たち

へのカブトムシの幼虫の配布を行いました。

二日間とも、開催時間前から行列となり、来館

者は合計で1,300名を超えました。カブトムシ

の幼虫の配布では、実際に飼育している子供同士

の情報交換がみられたり、孫と一緒に増やしてみ

たいという方などもおり、ちょっとしたカブトム

シ談義が交わされました。カブトムシの幼虫は１

時間足らずでなくなってしまったのですが、朽木

や落ち葉の中の昆虫コーナーでは長い時間昆虫を

触ったり探したりして楽しむ子供たちの姿が見ら

れました。(表紙写真）

また、地元の新聞に取り上げられたため、どの

ような昆虫が見られるかの問い合わせが相次ぎま

した。実際、当日は越冬中のオオムラサキやゴマ

ダラチョウの幼虫、シジミチョウの仲間の卵（成

虫の標本とあわせ）、ホソミオツネントンボや各種

スズメバチの越冬成虫、朽木や落ち葉にはコクワ

ガタやウバタマムシの幼虫など、いろいろな昆虫

を展示することができました。土の中にいる、小

さな小さな昆虫も顕微鏡で飽きることなく観察す

ることもできました。

何が見られるから、でなく、何が見つかるかし

ら？何を見つけることができるかしら？という視

点で冬をすごす昆虫や自然に目を向けてもらう

きっかけとなる、子供も大人も楽しめるイベント

となりました。

この二日間に訪れたアグリキッズが、将来、日

本の農業を担う研究者となることをひそかに期待

しています。

（広報情報室　　福田　直美）
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コクワガタの幼虫（上）、カミキリの幼虫（下）
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